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広島大学教授 加 藤 篤 二
疾患 と地理的分布の問題は重要なテーマであるが,未 だ不明の点が少くなく叉一股の関心
をひくことも薄い.気 候,風 土,食 習慣 その他生活様式 との関係を研究するのが疾病地理学
MedicalGeographyであ り,生活環境 と疾患 との関係を追及して適当な予防対策を考える
のが終局の目的である.
さてわれわれ泌尿器科 の方面においては結石症,結 核,腫 瘍,フ ィラリア等が注目され,
それぞれの分野において地方別な り国別なりの差異が論ぜられている.
筆者は多年近畿地方に居住していたが,昨 年4月 より中国地方に転じて約1年 有余 となる
が,この間些少の経験を基 としてこの問題に触れてみ ることとする.特に地方的に限局した
珍しい疾患がある訳ではない.







三原,竹原,忠 海,呉,広 島の如 き海岸地帯の都市及び農村,漁 村並びに内海に散在する大






置分布では腹部が最 も多 く,骨盤腔部,骨 盤骨部の順である.年令的に20～30才66,40～50
才57,30～40才44,50～60才37等.両側腎石は15.2%と多い.結石成分 としては100例中純
燐酸塩30,純尿酸塩20,純蔭酸塩14,燐酸塩十蔭酸塩12,尿酸塩十燐酸塩7,燐 酸塩十炭酸




概してわれわれの大学外来のみならず,本 県の・一般病院,開 業医家の患者統計の一斑を窺 う





瑚樹結石とか,巨 大な結石腎膿腫,巨 大な膀胱,前 立腺,尿 道結石をみることがしばしばで
ある.即ち近 々1年闇に本邦第6位 の膀胱結石(高 僑報告),本 邦第4位 の前立腺結石(林
報告)を みた事実の物語るものは,結石は統えず生長するものであるが,之 に対する専門的
な診断の遅延は勿論のこと,聞 汝対症的な内科療法に 終始しているのが 少 くないことであ
る.
現今結百症の冶療基準 として内科的に落下 の可能性あるものは内科療法を,然 らずして到
底降下の見込みのないものは外科的手術を加えるのが通則であるが,諸 種 の事情 よりこの治
療法則が厳に施行せられていないのは上記の事実 よりみても遺憾である.殊 に泌尿器科の存
在は独立分科の途上にあり,一般患者にも,亦 クリニック相互間においても街充分認識され


























秋から冬に甚だ多いのに驚 く・由来 この地方の島・々は王兆密柑の名産地で秋深 まると共に全
島之密柑の山という所が多い・その土地柄故湯茶代 りに密柑の過食が多いのに原因している,
以上わが領域疾患の地理的分布に一言し,併 せて治療 の現況をのべ,専 門分科発展の必要
性を強調する次第である。
